
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度税制改正において、特定扶養控除の要件の

見直しおよび特定親族特別控除の創設が行われたこ

とを踏まえ、健康保険法の被扶養者の認定対象者が 19

歳以上 23歳未満である場合における取扱いについて、

通達が公表されました。 

◆認定対象者の年間収入に係る認定要件のうち、その

額を 130万円未満とするものについて、当該認定対象

者（被保険者の配偶者を除く。）が 19 歳以上 23 歳未

満である場合にあっては150万円未満として取り扱う

こと。上記以外の取扱いについては、昭和 52 年通知

と同じとすることとされています。 

※昭和 52年通知の内容 

１．認定対象者が被保険者と同一世帯の場合 

(1) 認定対象者の年間収入が 130 万円未満（60 歳以

上または一定の障害者は 180 万円未満）、かつ、被保

険者の年間収入の二分の一未満である場合 

(2) （1）の条件に該当しない場合であっても、認定

対象者の年間収入が 130 万円未満（60 歳以上または

一定の障害者は 180 万円未満）、かつ、被保険者の年

間収入を上まわっておらず、被保険者がその世帯の生

計維持の中心的役割を果たしていると認められる時 

２．認定対象者が被保険者と同一世帯にない場合 

認定対象者の年間収入が、130万円未満（60歳以上ま

たは一定の障害者は 180 万円未満）、かつ、被保険者

からの援助による収入額より少ない場合 

◆施行日 

令和７年 10月１日 

大学生が扶養から外れないようにする就業調整をし

ていることを受け、人手不足解消の観点から、認定に

かかる年間収入の要件を緩和したものです。 

大学生の子を扶養する被保険者がいる場合は、必ず押

さえておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「資格確認書」とは 

 令和６年 12 月２日以降、従来の健康保険証が新た

に発行されなくなり、マイナ保険証を基本とする仕組

みに移行しています。マイナ保険証を保有していない

人（マイナカードの電子証明書の有効期限切れの人も

含む）すべてに、従来の健康保険証の有効期限内に「資

格確認書」が申請によらず無償で交付されます。 

 この資格確認書は、マイナ保険証を使わずに医療機

関等で保険診療を受けるために必要となる書面です。 

◆送付対象者の自宅へ送付 

 協会けんぽでは、令和７年７月下旬より順次、令和

７年 12 月２日以降にマイナ保険証にて保険診療が受

けられない人の資格確認書を、被保険者の自宅へと送

付しています。 

◆対象者宅に届かなかった場合は会社宛に送付 

 協会けんぽの発送した資格確認書が、被保険者の転

居等により宛先不明となって届かない場合もあるこ

とから、その場合は会社宛に送付するとされており、

届いた場合は速やかに本人に配付してほしいとされ

ています。 

なお、これらの対応は令和７年４月 30 日時点の情報

に基づき行われているため、既に退職等により資格喪

失している人について、一覧表に掲載されていたり資

格確認書が届いたりする可能性があります。 
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業務内容 
労働・社会保険の書類作成及び提出代行 

給与計算サービス（月次・賞与・年末調整） 

労使間トラブルの相談 

就業規則等の人事制度構築 

個別年金相談（老齢・障害・遺族） 

各種助成金の紹介、書類作成、提出代行 

 

「19歳以上 23歳未満の被扶養者に係る 

認定について」の通達 

従業員の「資格確認書」が会社宛に 

届いた場合の対応 


